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■正誤表

番号 ページ 箇所 誤 正

1 P11 [図1.3]のタイトル
防⽕壁「壁等」壁タイプ（右）、防⽕壁「壁等」コア
タイプ（左） [図1.3]地域ごとの⾯積・階数による防耐⽕構造種別

2 P40
[図3.9]中、Y1、Y1+2,500通りの
耐⼒壁の表記

Ｗ２ Ｗ３

3 P044
[表3.7]構造⽤集成材の単価の
例の表中

レッドウッド・ホワイトウッド構造⽤集成材 レッドウッド構造⽤集成材

4 P044
[表3.8]表中、C1輸⼊材の断⾯
⼨法

Ｃ１＝210×330 Ｃ１＝210×420

5 P044
[表3.8]表中、G1輸⼊材の断⾯
⼨法

Ｇ１＝150×570 Ｇ１＝180×570

6 P046
⽂中 （ロ）の「あらわしの
柱」の断⾯⼨法

210×330 210×420

7 P046
⽂中 （ロ）の「⼤梁１」の断
⾯⼨法

150×570 180×570

8 P046
⽂中 （ロ）の「⼤梁１」の１
⾏⽬

150mmで統⼀ 180mm以下と

9 Ｐ055
[図4.7]図中「30ｍｍ以上」の
⼨法線の位置

くつずりの最⼤⾼さを「30ｍｍ以上と規定」 くつずりの最⼩⾼さを「30ｍｍ以上と規定」

   


